相談・情報部会　活動日誌（2020年度）
	日時
	場所
	主な内容

	７月６日（月）

ＮＥＷ！
	コミュニティセンター

きたの
	参加者　４名
 参加者による近況報告後にコロナ禍においての生活について、また学齢期以降の本人支援の難しさ等について意見交換を行いました。　変化が苦手な人たちに新しい生活様式を理解させることは難しいことですが代替え案で対応をする、すぐには分からなくても時間をかけて説明していくなどの意見も出ました。本人の学齢期以降については、親子の関係は大切であると思うが親のできること親ではできないことがある現実についても皆で話し合いました。

＜参加者からの感想＞

・新しい生活様式といわれるようになり、マスクをすることが難しい我が子です。まずはマスクにこだわらず別に対応できるもので考えてみたいと思います。それから本人に今はマスクの意味が分からなくてもコロナ禍の状況を伝えてみようと思います。

・親が元気なうちは子どものために頑張れますが　本人もいつまでも小さい子どもでなく、親離れ子離れということについても考えていきたいと思いました。



	
	
	


